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市川市農業委員会だより （２）

平成29年７月から農業委員会はこう変わります
【農業委員の選出方法の変更】

　農業委員の選出方法は、公職選挙法に基づくも
のから、農業者等からの推薦や募集を経て市町村
長が議会の同意を得て任命する方法になります。
　主な改正点は、定数は現行の半分程度、その過
半は認定農業者にする、利害関係者以外も登用す
る、女性や青年の登用を促進する等になります。

定数は法令の基準により10人程度

【農地利用最適化推進委員の新設】
　農業委員会は、農地等の利用の最適化の推進に
取り組む体制を強化するため、農業委員会が定め
る各区域ごとに推薦や募集を行い、最適化の推進
に熱意と識見を有する者のうちから農地利用最適
化推進委員を委嘱します。

　定数は法令の基準により６人程度

○�現場活動を積極的に行うため、
主に合議体としての意思決定
を行う農業委員とは別に、原
則として、農地利用最適化推
進委員を新設。

○�推進委員は、自らの担当区域
において、担い手への農地利
用の集積・集約化、耕作放棄
地の発生防止・解消等の地域
における現場活動を行う。

○�農業委員と推進委員は密接に
連携。

農業委員の選任方法 推進委員の選任方法

市町村長は、推薦・募集を実施

市町村長は、推薦・募集の情報を整理し、公表

市町村長は、推薦・募集の結果を尊重して、
選任議案を作成

市町村議会が同意

市町村長が任命

農業委員会は、農業委員会が定める区域ごとに
推薦・募集を実施

農業委員会は、推薦・募集の情報を整理し、公表

農業委員会は、推薦・募集の結果を尊重

農業委員会が委嘱

農業委員 推進委員
農業委員会

●  委員会に出席し審議して、最終的に合議体
として決定することが主体
  （これに加えて、現場活動を行うことは可能）

●  担当区域において、現場活動を行う連携

必ず推進委員の
意見を聴かなけ
ればならない

推進委員に総会
等への出席を求
めることができる

推進委員の希望
で総会等に出席
することができる

●  農地等の利用の最適化の推進に関する
　指針の策定・変更

●  推進委員として意見を述べる

●  推進委員として意見を述べる

●  推進委員として意見を述べる

●  指針を踏まえて現場活動を行う

●  農地等の権利移動の許可、農用地利用
　集積計画の決定

●  農地転用許可に当たって、具申すべき意見
　の決定

●  農地等の利用の最適化の推進に関する
　施策について、提供する意見の決定
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●
農
地
利
用
意
向
調
査
と
は

　

�　

管
内
す
べ
て
の
農
地
を
対
象
に
「
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
」
を
実

施
し
農
地
の
利
用
状
況
を
調
査
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
は
10

月
に
行
う
予
定
で
す
。
そ
の
結
果
、
遊
休
農
地
と
判
定
さ
れ
た

農
地
を
対
象
に
農
地
法
第
32
条
に
基
づ
き
、
利
用
意
向
調
査
書

を
発
出
し
ま
す
。

●
調
査
の
内
容
は

　
　

利
用
の
意
向
に
つ
い
て
次
の
５
項
目
か
ら
確
認
し
ま
す
。

　
　

ア�　

農
地
中
間
管
理
事
業
を
利
用
す
る
。(

農
地
中
間
管
理
機

構
を
通
じ
て
、
農
地
を
貸
し
た
い
・
借
り
た
い
と
お
考
え

の
方
）

　
　
　

※
農
業
振
興
区
域
内
の
農
地
の
み

　
　

イ�　

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
団
体
が
行
う
農
地
所
有
者
代
理

事
業
を
利
用
す
る
。(
農
政
課
を
通
じ
て
農
地
を
貸
し
た
い
・

借
り
た
い
と
お
考
え
の
方
）

　
　
　

※
市
街
化
区
域
を
除
き
、
農
地
所
有
者
の
み
が
選
択
可
。

　
　

ウ�　

自
ら
所
有
権
の
移
転
・
賃
借
権
・
使
用
収
益
を
目
的
に

権
利
の
設
定
や
移
転
を
行
う
。

　
　

エ　

自
ら
耕
作
す
る
。

　
　

オ　

そ
の
他

●
結
果
ど
う
な
る

　

�　

平
成
26
年
度
に
農
地
意
向
調
査
が
義
務
化
さ
れ
、
平
成
27
年

４
月
か
ら
農
地
台
帳
を
公
表
す
る
こ
と
に
な
り
、
農
地
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
る
こ
と
や
閲
覧
等
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

�

※
公
表
項
目
は
、
所
在
・
地
番
、
地
目
、
面
積
、
地
域
区
分
、

所
有
者
名
、
耕
作
者
名
、
遊
休
農
地
等
利
用
状
況
な
ど
。

　

�

※
た
だ
し
、
所
有
者
や
耕
作
者
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
公
表

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

�　

農
業
委
員
会
は
、
こ
の
調
査
に
よ
り
農
地
所
有
者
等
の
意
向

を
確
認
し
な
が
ら
、
農
業
上
の
利
用
の
増
進
が
図
ら
れ
る
よ
う

関
係
機
関
に
通
知
し
調
整
を
行
い
ま
す
。

　
※
調
査
票
で
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

農地利用意向調査にご協力お願いします

　

毎
年
８
月
１
日
現
在
の
農
地
の
所
有

者
と
耕
作
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め

に
、
農
家
の
皆
様
方
に
は
申
告
書
の
提

出
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
郵
送

し
ま
し
た
申
告
用
紙
は
、
８
月
10
日
ま

で
に
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
農
業
委
員

会
事
務
局
へ
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
申
告
は
、
農
政
上
の
重
要
な
基

礎
資
料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の

権
利
移
動
や
相
続
税
納
税
猶
予
に
必
要

な
証
明
の
発
行
の
根
拠
と
な
る
も
の
で

す
。

　

な
お
、
農
地
を
相
続
さ
れ
た
方
、
賃

借
の
解
除
に
つ
き
ま
し
て
は
、
農
地
法

に
基
づ
く
届
出
が
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

不
明
な
点
は
、
農
業
委
員
会
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

休
耕
中
の
農
地
を
そ
の
ま
ま
放
置
し

て
お
く
と
、
雑
草
が
繁
茂
し
、
火
災
や

病
害
虫
の
発
生
・
不
法
投
棄
を
誘
発
す

る
等
、
周
囲
の
営
農
環
境
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。（
不
法
投
棄
さ
れ
た
ゴ

ミ
は
自
己
責
任
で
処
理
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。）
ま
た
、
近
隣
で

耕
作
し
て
い
る
方
や
住
ん
で
い
る
方
と

の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
草
刈
等
の
適
正
管
理
を
お
願
い
し

ま
す
。

農
地
の
賃
借
料
情
報

　

農
地
法
第
52
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
農
業
委
員
会

で
は
、
地
域
に
お
け
る
賃

借
料
の
目
安
と
な
る
よ
う

「
実
勢
の
賃
借
料
情
報
」

を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
情
報
は
、
市
内

農
家
が
平
成
27
年
１
月
か

ら
12
月
ま
で
に
契
約
又
は

支
払
わ
れ
た
年
額
の
賃
借

料
（
10
ア
ー
ル
当
た
り
）

で
す
。（
別
表
１
）

　

毎
年
、
農
業
委
員
会
で
調
査
を
実
施

し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
契
約
更
新
な
ど
の
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

農
地
の
売
買
・
贈
与
・
貸
借
に
は
農

地
法
の
許
可
が
必
要
で
す
。
許
可
要
件

の
一
つ
に
下
限
面
積
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
現
在
所
有
す
る
面
積
と
取
得
す
る

面
積
の
合
計
が
50
ア
ー
ル
以
上
な
い
と

取
得
で
き
ま
せ
ん
が
、
法
令
の
規
定
に

よ
り
地
域
の
実
情
か
ら
別
段
の
面
積
を

設
定
し
て
お
り
ま
す
。（
別
表
２
）

所
有
農
地
及
び
耕
作
地
に
関
す
る

申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

農
地
の
適
正
管
理
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

別表１
農地の区分 平均額 最高額 最低額
田（一律） 18,000円 26,000円 10,000円
畑（一律） 26,200円 49,000円 14,200円

樹園地（一律） 50,300円 70,000円 20,000円

農
地
の
権
利
取
得
に
関
す
る

下
限
面
積
及
び
区
域
を
定
め
て

い
ま
す

別表２

下限
面積 区　域

50
アール

南大野、大野町、
柏井町、大町、
奉免町

30
アール

国分、中国分、
北国分、稲越町、
曽谷、下貝塚、
東国分、堀之内

20
アール 上記以外の区域
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■
農
業
新
聞
の
購
読
を

　

全
国
農
業
新
聞
は
、
全
国
農
業
会
議

所
が
発
行
し
て
い
る
農
家
の
た
め
の
情

報
誌
で
す
。

　

農
家
の
生
活
に
密
着
し
た
内
容
で
、

農
業
に
関
す
る
最
新
の
情
報
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
一
回
金
曜
日
発
行
、
購
読
料
月

額
七
百
円
（
送
料
込
み
）
購
読
を
ご
希

望
さ
れ
る
方
は
農
業
委
員
会
事
務
局
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
電
子
版
も

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
全
国
農
業

新
聞
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

■
農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

　

農
業
者
年
金
は
次
の
特
徴
が
あ
り
ま

す
。

一
．�

農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は
誰

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

二
．�

少
子
高
齢
時
代
に
強
い
年
金
で
す
。

三
．�

保
険
料
は
自
分
で
選
べ
て
、
見
直

し
が
で
き
ま
す
。

四
．�

終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
が

あ
り
ま
す
。

五
．�

税
制
面
で
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

六
．�
一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
に
は
、

保
険
料
の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局　

�

若
し
く
は
Ｊ
Ａ
い
ち
か
わ
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
敷
地
内
に
併
設
す
る
カ
フ
ェ

に
て
、
自
家
製
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
飲
み

な
が
ら
手
作
り
ケ
ー
キ
な
ど
も
楽
し
め

る
そ
う
で
す
。

　

ご
主
人
は
、
趣
味
か
ら
始
め
た
ハ
ー

ブ
栽
培
と
の
こ
と
か
ら
、
最
初
は
妻
の

道
子
さ
ん
と
一
緒
に
学
校
に
通
っ
て
熱

心
に
勉
強
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　

後
継
者
で
あ
る
伸
さ
ん
は
、
周
囲
を

住
宅
地
に
囲
ま
れ
て
い
る
た
め
、
農
薬

散
布
や
草
刈
り
な
ど
気
を
遣
う
こ
と
は

多
い
そ
う
で
す
が
、
収
穫
の
と
き
や
遠

方
か
ら
お
客
様
が
き
た
時
は
う
れ
し
く
、

妻
の
加
奈
さ
ん
と
共
に
こ
れ
か
ら
も
先

祖
代
々
受
け
継
い
で
き
た
農
業
を
続
け

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
回
は
、
北
国
分
二
丁
目
で
梅
園
・

ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
を
経
営
し
て
い
る
大

川
原
常
雄
さ
ん
ご
一
家
を
紹
介
し
ま
す
。

　

元
々
は
露
地
野
菜
な
ど
を
出
荷
す
る

農
家
で
し
た
が
、
四
十
年
ほ
ど
前
に
ご

主
人
が
一
念
発
起
し
、
梅
の
栽
培
を
始

め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
今
に
至
る
そ

う
で
す
。

　

作
物
は
主
に
梅
、
オ
リ
ー
ブ
、
ハ
ー

ブ
な
ど
で
、
市
場
に
は
出
荷
せ
ず
に
直

売
も
し
く
は
加
工
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

人
気
商
品
は
、
甘
さ
を
控
え
た
梅
ジ

ャ
ム
や
、
梅
と
塩
の
み
で
漬
け
る
無
添

加
減
塩
の
梅
干
と
の
こ
と
で
す
。

　

百
種
類
ほ
ど
あ
る
ハ
ー
ブ
園
で
は
、

ハ
ー
ブ
摘
み
を
は
じ
め
、
苗
木
販
売
、

ラ
ベ
ン
ダ
ー
ピ
ロ
ー
な
ど
に
加
工
し
た

雑
貨
を
販
売
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
nn

nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
n
nnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn

編
集
後
記

　

「
サ
ッ
ポ
ロ
ミ
ド
リ
」
と
い
え
ば
味

の
良
い
旨
い
枝
豆
の
代
名
格
の
品
種
で

す
ね
。

　

枝
豆
は
市
内
全
域
で
広
く
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。
と
れ
た
て
の
枝
豆
は
美
味

し
く
て
栄
養
だ
っ
て
満
点
、
夏
ば
て
防

止
の
成
分
も
含
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
健

康
な
身
体
に
大
い
に
貢
献
し
ま
す
。

　

市
内
の
農
家
の
お
か
げ
で
市
川
市
民

は
そ
の
枝
豆
を
新
鮮
な
う
ち
に
食
べ
ら

れ
る
幸
せ
な
人
々
と
言
え
ま
す
ね
。

　

こ
の
夏
美
味
し
い
枝
豆
を
食
べ
な
が

ら
体
力
つ
け
て
暑
さ
も
楽
し
む
よ
う
に

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。（
冷
や
し
た
ビ

ー
ル
も
忘
れ
ず
に
）

　

あ
り
が
と
う
「
枝
豆
」
そ
し
て
「
農

家
の
皆
さ
ん
」

　
　
　
　
　
　

��

石
井　

利
和

道子さん 常雄さん 伸さん 加奈さん

編
集
／
発
行　

市
川
市
農
業
委
員
会

住
所　

�

市
川
市
東
大
和
田
一
丁
目
二
番
十
号

(

分
庁
舎
Ｃ
棟
２
階)

電
話　

０
４
７(

７
１
２)

５
０
６
３

農
業
委
員
会
だ
よ
り
編
集
委
員

　
　

三
橋　
　

弘　
　

石
井　

克
己

　
　

石
井　

利
和　
　

岡
本　

好
夫

北
国
分
二
丁
目

大
川
原
梅
園
・
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
の
ご
紹
介

●これまでの「農業委員会だより」が市公式Webサイト・検索 農業委員会
　(www.city.ichikawa.lg.jp/agr01/1111000013.html)でご覧になれます。

熊
本
地
震
義
援
金
に
つ
い
て

　

去
る
四
月
十
四
日
に
発
生
し
た
熊
本
地

震
に
お
い
て
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

被
災
農
業
者
支
援
と
し
て
農
業
委
員
一

同
よ
り
全
国
農
業
会
議
所
を
通
じ
、
義
援

金
二
万
円
を
送
り
ま
し
た
。


